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296.インピーダンス法による下綬筋議灘2をの有滋性につ
いて
O-f!r:i接}よ穂ぺ紛辺鮮人競技争奪行え大島秀武3、
志繋手、久野鍔也2
eつくばウエルネスリサーチ、 2筑波大学大学院入閣総合
科学研究科、 3オムロンヘルスケア)
{背i罪、1})n齢に伴う筋力低下が，高齢者の生活機能に交際
をきたすことは，潟支nの事実である。 i事生労働省が策定し
た「懲康づくりのための運動指針2006jでは，筋畿・筋力
の維持・ ruJjこの麓要設は述べちれているものの，採用され
た務評価法としては r.lO部の椅子の駿り立ちに饗するi時
間j の郷定のみである。筋力ijljJEは，動的なil1q定なので，
その臼の体織や測定鱒のスキJレなどの影響を受けるので必
ずしもiEi震に測定できるとは限らない申また，測定時に最
大努力を要求される場合が多く，中高年者ではケガのリス
クがおい。それに対し事筋鐙inlJ定は，静的な誤Ij定であるた
め，ケガのリスクは低く安全であるの筋最溺定法はいろい
ろあるが，信常的に家庭でも熊易に実絡できる澱定法はイ
ンピ…ダンス法のみであると考えられる。加齢に伴う筋力
の低下は，下絞のブJが上!技よりも大きく，日常生活機能の
tやでも，特に身体移動に影響を及iますので下肢の筋詳{艇は
霊安である。 (g的}本研究の母約は，インピーダンス法
によって総定された下肢筋量(以下:SML~BI) と筋横
街頭綾および筋力との関連性を明らかにすることで，
S1¥L _ B1の有用性について検討することであった。
{方法}対象者は25裁から66裁の男女355名であり，イン
ピ…ダンス法によって下紋務援を讃51をした。 "f肢に関わる
筋横断部殺はき MRIを郊いて大脳部および大勝筋の中央
部で求めた。また，筋力は膝関節{申展および股関節題曲時
の等速性最大筋力(すべて60皮/秒)を繍定したo[結果}
SML_BI tま，男女とも MRIによる大艇部務および大綾筋
横断出穏と布窓な諮問関係を示した。また. SML…BIと
下肢筋力との間において，男女ともに有意な朝間際採がみ
られたむ{孝祭1SML_.BIは，努女とも MRIによる大腿
吉~諮横断蕗績と設も ï*j \-.~祁関関係を示したG 本研究の
MRI による大務部横断頭録影部伎は，大腿中央部であった。
この部位で溺怠される筋横断密殺ti，これまでにも数多く
の研究でmいられてきており s 下絞筋肉義務部の指様の…
っとして認められたものと寄っても過言ではないであろう。
本研究とlfiJじように MRIによって測定された大路中央部
の筋犠断孫績は， r奇じく MRI}こよって求められた全身の
筋肉愛と比較的高い相関関係があったという報告があるむ
部述のように， SML… B1は， !v1RIによる大腿部務議断
言語-緩と最もおし王寺院関関係であったことからも， SM.L__ B1 
が比較的高い精度で?fiU5Eされている可能'投がi高いものと推
察される。しかしながら，今後は， MRIによって下肢筋
肉愛を求め，両者の関保を詳織に検討する必要がある《予ま
た，今関のSM1..__BIでは，鱗郊で上半身と下半身に分け
るというアJレゴリズムの下で測定された。下絞の定義づけ
はなかなか難しいが，この点に関しても，抑えば，大転子
から、f位を下絞とみなすなどといったいろいろな可能教に
ついても検討していく必繋があるものと恋われる。{結論}
SML_sIは，静的な設u定であるため安全性も高く，しか
も鱗使なのでメタボリツクシンドローム予防や介護予践の
ための務評filj詰ょとしての活用が鶏侍される。
Kev WOl・d
インピ…ダンス法務議筋力
